
Unified CVP 9.0(1) への移行

Unified CVP 9.0(1)には、Windows 2008 R2 Serverが必要です。Unified CVP 9.0(1)よりも前のバー
ジョンは、Unified CVP 9.0(1)へのアップグレードをサポートしないWindows 2003 Serverで実行
されます。

Unified CVPでは、この製品コンポーネントの Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)から
UnifiedCVP9.0(1)への移行がサポートされています。UnifiedCVP9.0(1)に移行するには、Windows
2008 Serverのライセンスを取得する必要があります。

移行を計画する際に、CVP製品コンポーネントの移行を検討するだけでは不十分です。オペレー
ティングシステム、Unified Contact Center Enterprise、Unified CM、IOSなどの Ciscoソフトウェ
ア、およびサードパーティ製ソフトウェアのソリューション全体に関わる依存関係が存在しま

す。また、すべての Unified CVPコンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もありま
す。ライセンスの取得および適用の詳細については、ライセンスの項を参照してください。移

行したコンポーネントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モードで実行されま

す。

この章は次のトピックで構成されています。

• ハードウェアおよびソフトウェアの変更点, 1 ページ

• CVPソリューションコンポーネントのアップグレード, 2 ページ

• Unified CVPソフトウェアの移行, 3 ページ

ハードウェアおよびソフトウェアの変更点
既存の CVP展開を Unified CVP Release 9.0(1)に移行するために、実行しなければならない処理を
評価するとき、次のことを考慮します。

•現在のUnifiedCVPコール制御サーバとWindowベースのVXMLServerのすべては、Windows
2008 R2 Serverで実行する必要があります。

• ReportingServerは、オプションのコンポーネントです。展開にレポート機能が必要な場合、
そのための追加のマシンを展開する必要があります。
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• Standalone Distributed Diagnostics and Service Network（SDDSN）は必要なくなりました。
SDDSNサーバを保有している場合、これらのサーバを停止すること、または別の目的で使
用することを検討してください。

• CVPOperationsServerは必須コンポーネントです。展開オプションについては、『CiscoUnified
Customer Voice Portal (CVP) Release Solution Reference Network Design (SRND)』（http://
www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_implementation_design_guides_list.html）
を参照してください。これには、スタンドアロン展開も含まれます。 SDDSNサーバが該当
する仕様を満たしている場合、このサーバを CVP Operations Serverとして再利用できます。

•ゲートキーパーは、SIP実装では必要ありません。 SIPに移すまたは SIPを使用する場合、
ゲートキーパーを解放できます。また、場合によっては、入力ゲートウェイまたは VXML
ゲートウェイ（あるいはその両方）として使用するように変換できます。 H.323から SIPへ
の移行の詳細については、H.323から SIPへの包括展開モデルまたはコールディレクタ展開
モデルの移行を参照してください。

• SIPメッセージルーティング用の SIPプロキシサーバおよびDNSサーバは、SIP実装のオプ
ションコンポーネントです。これらのコンポーネントを使用する場合、それらのコンポー

ネントをネットワークに追加する必要があります。 SIPプロキシサーバおよび DNSサーバ
は、他の CVP製品コンポーネントと共存できません。

•専用タイプ 2およびタイプ 8の CVPコール制御サーバは必要なくなりました。

•古いゲートウェイハードウェアまたはゲートキーパーのハードウェアを使用する場合、この
リリースで必要な IOSのバージョンは、そのハードウェアをサポートしません。そのため、
新しいハードウェアを購入する必要があります。詳細については、『Hardware and Software
System Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』（http://
www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html）を参照し
てください。

CVP ソリューションコンポーネントのアップグレード
以下のUnified CVPソリューションコンポーネントは CVP展開に密接に関係しているため、個々
に独自のアップグレード手順が存在します。

IOS ゲートウェイ
Ciscoゲートウェイは、CVPソリューションアップグレード互換性マトリクスで指定されている
IOSリリースにアップグレードする必要があります。新しいバージョンの IOSには、以前のバー
ジョンからの多くの構文上の変更点（特に、コールアプリケーションの分野）があります。CVP
ソリューションアップグレード互換性マトリクスは、『Hardware and Software System Specification
for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』（Hardware and Software System Specification
for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release）で見つけることができます。

新しいバージョンの IOSを起動すると、実行コンフィギュレーションが新しい構文に自動的に変
換されます。

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
2

Unified CVP 9.0(1) への移行
CVP ソリューションコンポーネントのアップグレード

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_implementation_design_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_implementation_design_guides_list.html
CCVP_BK_I2D6E4F3_00_installation-upgrade-guide-for-cvp_chapter_01010.pdf#unique_73
CCVP_BK_I2D6E4F3_00_installation-upgrade-guide-for-cvp_chapter_01010.pdf#unique_73
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html


処理前に古い設定をバックアップすることは非常に重要です。アップグレードした設定を取り

消す方法はありません。

（注）

Ops Console Serverでファイルを見つけて、それらのファイルをゲートウェイのフラッシュメモリ
にコピーする必要があります。 error.wavメディアファイル
は、%CVP_HOME%\OpsConsoleServer\GWDownloadsにあります（たとえば、
C:\Cisco\CVP\OpsConsoleServer\GWDownloads）。これらのすべての変更点の詳細につ
いては、『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照し
てください。

Application Control Engine
展開に Ciscoコンテンツサービススイッチ（CSS）デバイスが含まれる場合、以前のリリースの
Unified CVP 8.0(1)または Unified CVP 8.5(1)から Unified CVP 9.0(1)に移行する前に、CSSから
Application Control Engine（ACE）に移行する必要があります。 CSSから ACEへの移行には、
CSS2ACEコンバータツールを使用します。詳細については、http://wwwin.cisco.com/dss/adbu/dcas/
adoptions/cssmigration/を参照してください。

ACEのこのアプリケーションでは、エンジンは、主に特定のタイプのサービスの初期セッション
要求に送るために使用されます。 ACEのバージョン情報は、『Hardware and Software System
Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』で確認できます。 CVP 9.0(1)
の ACEの指示に従ってください。

Unified CVP ソフトウェアの移行
以下のタスクでは、以前のリリースから移行（Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)から
Unified CVP 9.0(1)への移行）する手順について説明します。

Unified CVP ディスクのバックアップ
この移行には、ロールバック機能がありません。この移行の前にディスク全体をバックアップす

ることを推奨します。どの時点でも、ダウングレードが必要な場合に、このバックアップが役立

ちます。

Operations Consoleの設定をバックアップする方法の詳細については、『Operations Console Online
Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』の「Exporting an Operations Console Configuration」
を参照してください。ReportingServerデータベースのバックアップの詳細については、『Reporting
Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』の「Database Backup」を参照してください。
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Cisco Security Agent のアンインストール
CSAは、Unified CVP Release 9.0(1)以降のリリースではサポートされません。 CSAが存在する場
合、Unified CVPをアップグレードする前に、CSAをアンインストールする必要があります。
Unified CVP Release 9.0(1)以降を実行するサーバに CSAをインストールすることはできません。

Cisco Unified CVP OAMP の移行
Cisco Unified CVP OAMPを移行するには、次の手順を実行します。

• CVP OAMP設定のバックアップ

• CVP OAMP設定の保存

• CVP OAMP設定の復元

CVP OAMP 設定のバックアップ
UnifiedCVP9.0(1)への移行後、既存のCVPOAMP設定を保持する場合は、CVPOAMP設定をバッ
クアップする必要があります。CVPOAMPでは、既存のすべての設定をファイルにエクスポート
できます（ライセンスやアプリケーションスクリプトなどアップロードしたファイルを除く）。

重要なこととして、CVP OAMPは sip.propertiesファイルをエクスポートできないことに注意して
ください。既存の展開への完全な移行を達成するには、CVPOAMPの既存の設定をエクスポート
することに加え、sip.propertiesファイルを手動でコピーする必要があります。

設定をエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CVP OAMP Ops Consoleを起動します。

ステップ 2 OAMP Ops Consoleで、[System]をクリックしてから、[Export System Configuration]をクリックし
ます。

[Export System Configuration]画面が表示されます。

ステップ 3 [Export]をクリックします。
[Opening CVP-OpsConsole-Backup.zip]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Save File]を選択し、[OK]をクリックします。

CVP OAMP 設定の保存
ネットワークストレージメディア（または USBドライブや光学 CDなどのポータブルストレー
ジメディア）に保存された設定を含むファイルをコピーします。ライセンスファイルや
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sip.propertiesファイルのようなカスタムファイルは、後で検索できるように共有ストレージメディ
アに保存されます。

保存された設定やカスタムファイルがネットワークストレージメディアに格納される場合、共

有ストレージメディアは、Unified CVP 9.0(1)をインストールするように計画しているWindows
2008 R2 Serverからアクセスできる必要があります。

CVP OAMP 設定の復元
CVP OAMP ServerをWindows 2008 R2 Serverにアップグレードします。 Unified CVP 9.0(1)ソフト
ウェアメディア CDから CVP OAMPをインストールします。古いバージョンの OAMPからエク
スポートされた CVP OAMP設定は、最新バージョンに自動的にアップグレードされます。

Windows 2008 R2 Serverの CVP OAMP設定を復元するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Resource Manager Windowsサービスを停止します。

• [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]を選択します。[Services]ウィンド
ウが表示されます

。

•サービス名のリストで、[Cisco Resource Manager]を選択し、[Stop]をクリックします。

ステップ 2 保存した OAMP設定をインポートします。

• OAMP Ops Consoleで、[System] > [Import System Configuration]を選択します。 [Import System
Configuration]ウィンドウが表示されます。

• [Browse]をクリックし、以前のUnified CVP OAMPの保存したOAMP設定が含まれるネット
ワークストレージメディアでファイル名を選択します。

• [Import]をクリックします。保存された OAMP設定がインポートされます。

•ネットワークストレージメディアから対応する CVPディレクトリにカスタムファイル、ラ
イセンスファイル、および sip.propertiesファイルを手動でコピーし、復元操作を完了しま
す。

• Unified CVPの以前のバージョンからユーザ関連情報を含むバックアップを復元しなかった
場合、ステップ 4に進みます。

ステップ 3 OAMP Ops Consoleでは、[Database Administration] > [Manage Reporting Users]を選択します。古い
バージョンのUnified CVPで作成された既存の Reportingユーザを削除します。既存のユーザが機
能しないため、新規ユーザを作成します。

ステップ 4 以前のバージョンのCVPOAMPからインポートした既存のユーザと同じパスワードを設定するに
は、次の手順を実行します。
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[Server Manager] > [Configuration] > [Local Users and Groups] > [Users]を選択します。•

•既存のユーザ名を右クリックし、[Set Password]を選択します。 [Set Password]画面で [Proceed]
をクリックします。

•古いパスワードを入力し、確認用にもう一度パスワードを入力します。

• [OK]をクリックします。

ステップ 5 OAMPサービス（Cisco CVP OPS Console Serverおよび Cisco CVP Resource Manager）を再起動し
ます。

• [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]を選択します。 [Services]ウィンド
ウが表示されます。

• [Cisco CVP Ops Console Server]を選択します。

• [Restart]をクリックします。 [Services]で CVP Ops Console Serverサービスが開始します。

• [Cisco CVP Resource Manager]を選択します。

• [Restart]をクリックします。 [Services]ウィンドウで CVP Resource Managerサービスが開始
します。

次の作業

この復元操作の後、CVP OAMPログイン証明書を含む保存された CVP OAMP設定からインポー
トされた新しいデータによって、すべての既存の CVP OAMPデータが上書きされます。この復
元操作の後、以前のバージョンの CVP OAMPの OAMPログイン証明書を使用して、CVP OAMP
Ops Consoleにログインする必要があります。

CVP Ops Console を使用したセキュアな通信
OpsConsoleとその他のCVPコンポーネントの間のセキュアな通信用の [EnableSecuredCommunication
with the Ops Console]オプションを選択します。 Ops Consoleとその他の CVPコンポーネントの間
のセキュリティ証明書の設定については、『Configuration and Administration Guide for Cisco CVP
9.0(1)』（http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_installation_and_configuration_
guides_list.html）の第 5章「Configuring and Modifying CVP Security」を参照してください。
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Unified CVP コールサーバの移行

Cisco Unified CVPコールサーバをリリース 9.0(1)に移行するときには、すべての Unified CVP
コンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もあります。ライセンスの取得および適

用の詳細については、Unified CVPライセンシングを参照してください。移行したコンポーネ
ントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モードで実行されます。

（注）

移行を開始する前に、以前のCVPインストール済み環境に戻す必要が生じた場合に備え、冗長性
を確保するために既存のCVPインストール済み環境を別のコンピュータに手動でバックアップす
ることを推奨します。

シスコでは、コールサーバのコンフィギュレーションファイルの手動での変更はサポートさ

れていません。コンフィギュレーションファイルを手動で変更する場合、Unified CVP 9.0(1)
への移行中に、変更された情報がバックアップされません。

（注）

Cisco Unified CVPコールサーバを移行するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Windows Server 2008 R2をインストールし、Unified CVP 9.0(1)のインストールを計画している新
しいWindows Server 2008 R2に以前の CVP 8.x Windows Server 2003の IPアドレスとホスト名を割
り当てます。

ステップ 2 Unified CVP 9.0(1)インストーラをWindows Server 2008 R2で実行します。 CVP Serverコンポーネ
ントをインストールします。

ステップ 3 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP Call Server]にナビゲートし
ます。

ステップ 4 選択された IPアドレスとホスト名で Unified CVPコールサーバを選択します。 [Edit]をクリック
します。

ステップ 5 [Save and Deploy]をクリックし、設定を Unified CVPコールサーバに展開します。

ステップ 6 [System] > [SIP Server Groups]を選択します。 [SIP Server Groups]画面で、以前の OAMP設定のイ
ンポート手順で設定したデータが入力されていることを確認します。 [Save and Deploy]をクリッ
クして、処理が正常に完了したことを確認します。

ステップ 7 [System] > [Dialed Number Pattern]を選択します。 [Dialed Number Pattern]画面で、以前のOAMP設
定のインポート手順で設定したデータが入力されていることを確認します。 [Deploy]をクリック
し、処理が正常に完了したことを確認します。

ステップ 8 [Device Management] > [Media Server]を選択します。 [Default Media Server]ドロップダウンリスト
から、適切なメディアサーバを選択します。 [Set]をクリックし、[Deploy]をクリックします。

ステップ 9 マシンにインストールされたメディアサーバから、[Internet Information Services] > [Sites]を選択し
ます。新規グループをリストに追加して、[Add]をクリックし、[everyone]を選択します。グルー
プEveryoneにフルコントロールを付与するには、[full control]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 FTPサイトで [Restart]をクリックして、FTPサーバを再起動します。

Cisco Unified VXML Server の移行

はじめる前に

Cisco Unified CVP VXML Serverをリリース 9.0(1)に移行するときは、Unified Call Studioもリリー
ス 9.0(1)に移行する必要があります。VXMLServerおよびCall Studioのバージョンは、Call Studio
アプリケーションをVXMLServerと連携させるために、同じである必要があります。また、すべ
ての Unified CVPコンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もあります。ライセンスの
取得および適用の詳細については、ライセンスを参照してください。移行したコンポーネントに

ライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モードで実行されます。
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手順

ステップ 1 テストサーバおよび実稼働サーバで、以下の場所にあるすべてのサードパーティライブラリ（.class
または .jar files）をバックアップします（ここで、APP_NAMEは各展開済み音声アプリケーショ
ンの名前です）。

• %CVP_HOME%は、デフォルトで C:\Cisco\CVPです

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\util

また、%CATALINA_HOME%/webapps/CVP/audioに展開されたすべてのカスタムオーディ
オファイルもバックアップします。

ステップ 2 Unified CVP Serverが VXML Serverと同じ IPアドレスを使用するため、VXML Serverをシャット
ダウンします。

ステップ 3 Unified CVP Serverコンポーネントをターゲットマシンの Unified CVP 9.0(1)インストーラからイ
ンストールします。

ステップ 4 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP VXML Server]にナビゲート
します。

ステップ 5 選択された IPアドレスとホスト名で Unified CVPコールサーバを選択します。

ステップ 6 [Edit]をクリックし、編集する VXML Server設定を選択します。

ステップ 7 [Save and Deploy]をクリックし、設定を新しい VXML Serverに展開します。

ステップ 8 セキュアな接続が Ops Consoleと VXML Serverの間で以前に使用されていた場合、VXML Server
と Ops Consoleの間の SSL証明書を設定します。

ステップ 9 Ops Consoleを使用して、ライセンスファイルを新しい VXML Serverにアップロードします。

ステップ 10 バックアップしたオーディオファイルをフォルダ%CATALINA_HOME%/webapps\CVP\audioに
復元します。

ステップ 11 VXMLServerサービス Cisco CVP VXML Serverを再起動します。

次の作業

上記の手順を実行することに加え、Operations Consoleを使用する VXML Serverの設定方法の
詳細について、『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』
の「Configuring a VXML server」の項を参照してください。

（注）
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Cisco Unified Call Studio の移行
UnifiedCall Studioは、Microsoftの開発者用ワークステーションソフトウェア（特にWindowsXP、
Windows Vista、およびWindows 7）でサポートされますが、Windows 2008 R2 Serverソフトウェア
ではサポートされません。 Call Studio 8.0(1)および 8.5(1)を Call Studio 9.0(1)に移行できます。
CATALINA_HOME\webapps\CVP\audioに展開されたオーディオファイルは、削除されます
（CATALINA_HOMEは、Tomcatインストールディレクトリです）。移行する前にオーディオ
ファイルをバックアップすることを推奨します。

リリース 9.0(1)の Unified Call Studioの新しいライセンスを取得する必要があります。以前の
リリースのライセンスは、最新バージョンでは有効ではありません。ライセンスをCall Studio
に適用する方法については、Call Studioライセンスの適用を参照してください。

（注）

Cisco Unified Call Studioを移行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 バージョン制御システムにまだ保存していない場合、開発マシンで Call Studioを使用し、すべて
のプロジェクトをオフラインメディアにエクスポートします。 [Navigator]ビューの任意のプロ
ジェクトを右クリックして、[Export]を選択し、[Export]ウィザードを完了することによって、プ
ロジェクトをエクスポートできます。

[Export]ウィザードによって提供されるリストでチェックを入れることによって、複数
のプロジェクトを同時にエクスポートできます。

（注）

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Call Studioインストーラを実行し、ライセンスをインストールしま
す。

ステップ 3 Unified Call Studioで、以前にエクスポートした Call Studioをインポートします。プロジェクトの
インポート中に、[Existing Cisco Unified CVP Project into Workspace]オプションを選択します。必
要に応じて、このインポートプロセスによって、プロジェクトが CVP 9.0フォーマットに自動的
にアップグレードされます。

アプリケーションを（ファイルシステムからインポートするのではなく）ソースリポ

ジトリからチェックアウトする場合、変換プロセスを開始するには、それらのアプリ

ケーションはCallStudioプロジェクトとして再インポートする必要があります。また、
インポート後の最初のチェックインでは、各プロジェクトのすべてのファイルは変更済

みと見なされ、リポジトリで更新する必要があります。

（注）

ステップ 4 Java 5を使用して、1.4よりも前の Javaバージョンでコンパイルされたカスタムコンポーネント
を再コンパイルします。 Java 1.4でコンパイルされたカスタムコンポーネントは、再コンパイル
せずに Java 5で実行されます。 Java 5は、Unified CVP 9.0(1)の必須のランタイムバージョンで
す。ただし、ユーザの責任において、下位互換性に影響することのある Java 5の変更点のリスト
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を確認し、必要なアップデートを行う必要があります。http://java.sun.com/j2se/1.5.0/compatibility.html
で互換性に関するページを見つけることができます。

ステップ 5 すべてのプロジェクト（直前のステップで新たに再コンパイルされたコンポーネントを含める必

要があります）を適切なターゲットCiscoUnifiedCVP9.0VXMLServerに展開します。複数のター
ゲット CVP VXML Serverに 1回のステップでプロジェクトを一括転送する Ops Consoleを使用し
ます。

CVP Reporting Server の移行
既存のCVPReporting Serverの移行では、大量のデータを移行する必要がある場合、時間がかかる
可能性があります。フルの Reporting Serverデータベース（25 GBのサイズ）を移行する時間が、
合計約 5時間になることがあります。

CVP Reporting データベースの移行
Unified CVP 8.x Reportingデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースに移行し、提
供されるさまざまな機能にアクセスできます。 Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースは、
Windows 2008 R2 Serverでのみサポートされます。 Unified CVP 8.x Reportingデータベースは
Windows 2003によってサポートされるため、Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースへの直接
の更新はできません。移行時に以前のコールデータを保持するには、管理者は既存のデータベー

スをアンロードし、そのデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースにロードしま
す。

Unified CVP 8.x Reportingデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースに移行するに
は、以下のタスクを実行する必要があります。

Unified CVP Reporting Server の準備

手順

ステップ 1 CVP 9.0(1) Reporting ServerをWindows 2008 R2 Serverにインストールします。
CVP Reportingデータベースが正常に起動し、実行していることを確認します。

Informix IDS -CVPサービスがインストールされ、実行されていることをWindowsService
Managerで確認します。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトから dbaccessを実行し、[database]を選択します。

ステップ 3 各データベースが選択されていることを確認するため、矢印キーを使用して、以下を選択し、

Returnキーを押します。

• callback

• ciscoadmin
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• cvp_data

Unified CVP 8.x Reporting データベースからのデータのアンロード
次の手順を実行して、Unified CVP 8.x Reportingデータベースをアンロードします。

手順

ステップ 1 ユーザ Informixとして Cisco Unified CVP 8.xにログオンします。

ステップ 2 Cisco CVPコールサーバサービスをWindows Service Managerから停止します。
アンロードする前に、アンロードスクリプトがハードディスク領域を確認しま

す。

（注）

ステップ 3 CVP 9.0(1)インストーラ DVDを CDドライブに挿入します。 ORは、CVP ISOファイルを抽出し
ます。

ステップ 4 [CVP] > [Migration]にナビゲートします。

ステップ 5 コマンドプロンプトから、ディレクトリをMigrationフォルダに変更します。
Migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、アンロードスクリプトを直接実
行することもできます。

（注）

ステップ 6 migrate_unload.batファイルを見つけます。

ステップ 7 次のコマンドを実行して Reportingデータベースをアンロードします。migrate_unload.bat
–p <path where db can be exported>

例：
migrate_unload.bat –p c:\cvpdata
スクリプトの実行が完了した後、データベースは指定したパスの cvpdb.tarファイルにエクスポー
トされます。この例では、cvpdb.tarは、c:\cvpdataにエクスポートされます。

ステップ 8 エクスポートされた cvpdb.tarを CVP 9.0(1)データベースの Reporting Serverにコピーします。

Unified CVP 9.0(1) データベースへのデータのロード
レガシーコールデータを使用して Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースをロードするには、
次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CVP 9.0(1)インストーラDVDを CDドライブに挿入します。ORは、CVP ISOファイルを抽出し
ます。

ステップ 2 [CVP] > [migration]にナビゲートします。

ステップ 3 コマンドプロンプトから、ディレクトリをMigrationフォルダに変更します。
Migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、ロードスクリプトを直接実行す
ることもできます。

（注）

ステップ 4 ローカルディスクでUnified CVP 8.xデータベースバックアップファイル（cvpdb.tar）を見つけ、
9.0(1)データベースにロードします。

これは、Unified CVP 8.xデータベースからデータをアンロードしたときに、作成した
バックアップファイルです。

（注）

ステップ 5 次のコマンドを実行し、CVPデータベースをロードします。migrate_load.bat -p <absolute
path to tar ball>
例：migrate_load.bat-p c:\cvpdata\cvpdb.tar

バックアップ cvpdb.tarファイルが c:\cvpdataにある場合、スクリプトロードは
migrate_load.bat -p c: \cvpdata\cvpdb.tarとして実行する必要がありま
す。

このスクリプトによって、3つの CVP Reportingデータベースすべてがレガシーコール
データで Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースにロードされます。

（注）

Operations Console（OAMP）での Reporting Server 設定
移行が完了した後、ユーザはOAMPでReportingServerを設定または再設定する必要があります。
移行プロセス中に、ユーザが目的のマシンに対して同じ IPアドレスを保持することを決定した場
合、ユーザは以前のOAMP設定をインポートし、Reporting Serverを再展開する必要があります。
一方、サーバの IPアドレスが変更される場合、ユーザは OAMPでサーバの以前のインスタンス
を削除して、新規 Reporting Serverを追加し、同じものを展開する必要があります。

データ移行のおおまかなタイムライン

Unified CVPを使用して、データベースでのコール詳細をキャプチャできます。データベースを
所有している場合、格納されるデータのサイズをOAMPページから確認できます。次の手順に従
います。

1 [Device Management]に移動します。

2 [Unified CVP Reporting Server]の下で、リストから目的のデータベースを選択します。

3 [Database Administration] > [Database Details]を選択します。
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Reportingデータベースは、小（10 GB）、中（50 GB）、大（90 GB）として分類されます。
以下の表には、CVP 8.5(1)の CVP 9.0(1)への移行にかかる時間が示されています。

（注）

合計時間データをロードする時間データをアンロードする時

間

データベー

スサイズ

（GB）

90分50分40分10

6.5時間3.5時間3時間50

10時間以上5.5時間以上3.5時間90

移行スクリプトを実行する前に、システムに十分なディスク領域があることを確認してくださ

い。

（注）

以前に展開された Unified CVP 音声アプリケーションの移行
Unified CVP 9.0(1)でそのまま（つまり、Call Studioから再展開せずに）実行したい以前に展開さ
れた Unified CVP音声アプリケーションがある場合、そのように実行できます。 VXML Server
9.0(1)では、展開されたUnifiedCVP音声アプリケーションを直接実行できます。すべての機能は
維持され、必要な手動の手順はありません。ただし、このリリースの新しい機能（Webサービス
統合、サブダイアログの起動、ローカルホットリンクなど）を活用するために、Call Studioにプ
ロジェクトをインポートすることもできます。

その他の Unified CVP ソフトウェアのリリース 9.0(1) への移行
Unified CVP 9.0(1)は、VXMLゲートウェイの新しいスクリプトを使用します。 Unified CVP包括
コールフローモデルでは、VXMLゲートウェイの VXML、.wavスクリプト、および .tclスクリ
プトが CVPコールサーバのバージョンと一致している必要があります。 CVP 9.0(1)インストー
ラは自動的に新規ファイルをゲートウェイにコピーしないため、UnifiedCVPOperationsConsoleを
使用して適切なスクリプトをVXMLゲートウェイに転送する必要があります。ゲートウェイにス
クリプトを転送する方法については、Operations Consoleのオンラインヘルプを参照してくださ
い。包括コールフローモデルの詳細については、『Configuration and Administration Guide for
Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。
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非 CVP ソフトウェアのアップグレード
以下の Ciscoソフトウェアおよびサードパーティ製ソフトウェアにアップグレードする必要があ
る場合、この時点で、これらのアップグレードを実行します。

• ASR/TTS Serverソフトウェア

• Gateway IOS

• ACE

『Hardware and System Software Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal (Unified CVP)
Release』を参照して、必要なアップグレードを判別してください。

インストールプロセス中に、アプリケーションサーバとして Tomcatを選択する場合、Tomcat
Application Server Release 5.5.31がインストールされます。そのため、このコンポーネントを別
個にアップグレードする必要はありません。

Unified CVPコンポーネントがアップグレードされているメンテナンス期間中に必要な非 CVP
コンポーネントをアップグレードします。 Unified CVPコンポーネントは、特定の順序でアッ
プグレードする必要があります。「マルチフェーズアップグレード」に、コンポーネントの

アップグレード順序に関する追加情報が記載されています。

（注）

関連トピック
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